




























































































































































































が確立した。この動きは、国による「重伝建」選定事業よりも 8 年ほど早い。 
1970（昭和 45）年には大阪で万国博覧会が開催され、同博覧会は国を挙げ
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図 1 大原美術館（岡山県倉敷市） 
（2018 年 8 月、小口千明撮影） 























































図 1 大原美術館（岡山県倉敷市） 
（2018 年 8 月、小口千明撮影） 
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の多くは 10 月に行われる川越祭りの様子を伝えるものであり、1974（昭和 49）
年 10 月 25 日号「小江戸の情緒豊かに川越まつり」や、1978（昭和 53）年９
月 25 日号「川越まつり 小江戸の情緒をあなたも… 今年は山車十九台が参
加」のように「小江戸情緒」という表現を用いていることが特筆される。また、




（昭和 50）年７月 10 日号の記事で「囃子とまとい振りなど小江戸の情緒」の
見出しで紹介を行っているほか、1977（昭和 52）年７月 10 日号で「小江戸の
夏を彩る百万燈ちょうちん祭り 24 日に歩行者広場」のように川越の代名詞と
して「小江戸」を用いている（図 7）。このほかの年中行事として 1978（昭和
図 5 『広報川越』における「小江戸」の初出 
（川越市役所『広報川越』345 号、1973、6 頁、川越市「広報川越バック
ナンバー」サイトより） 
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図 8 『史実 江戸の母川越』表紙
（髙橋珠州彦蔵） 
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図 8 『史実 江戸の母川越』表紙
（髙橋珠州彦蔵） 
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Ⅳ 川越における NPO 法人の活動と新たな特産品の創出 
 
（１）川越における NPO 法人の活動 
川越には多くのNPO法⼈が存在しており、埼⽟県のホームページには2020
（令和 2）年 9⽉時点で 91件の登録がある(48)。2018（平成 30）年の登録件数
は 89 件であり、この 2 年間に若⼲の増加が認められた。NPO 法⼈全体の特
42
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徴としては医療・福祉分野で活動するケースが多い(49)。NPO 法⼈の利点は迅
速さと柔軟さである(50）。川越にはその利点を⽣かし、地域の発展に寄与すると
思われる NPO 法⼈が存在している。NPO 法⼈の活動は表１に⽰す分野に限































    川越市街蔵造りの町並み観光化にみる非早期進展とその背景       
 
図 9 特定非営利活動法人の定款に記載された活動分野 
注）内閣府による特定非営利活動法人の定款に記載された活動分野を集
計。(2020 年 03 月 31 日までに認証を受けた 51,260 法人の定款集計から
作成) 
 
図 10 埼玉県における特定非営利活動法人の定款に記載された活動分野 
注）埼玉県作成による特定非営利活動法人の定款に記載された活動分野を集
計。(2020 年 09 月 30 日までに認証を受けた 91 法人の定款集計から作成) 
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えない。川越の 91 件の NPO 法⼈の特徴は図 10 の通りである。川越の特徴と
して「⼀ 保健、医療⼜は福祉の増進を図る活動」よりも、「⼆ 社会教育の
推進を図る活動」が多く、「三 まちづくりの推進を図る活動」が多い。「四



















































（2020 年 12 月、柳澤智美撮影） 
図 12 小江戸蔵里にみる河越茶・河越抹
茶の商品陳列 
（2020 年 12 月、柳澤智美撮影） 
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図 12 小江戸蔵里にみる河越茶・河越抹
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